
地域包括支援センターの案内表示について

１．案内表示の現状

①光が丘 ・外には各部署の案内が小さく表示されているだけ、入口近くは天井に矢印で小さな案内板があるが、分かりにくい。

　　　　↑福祉事務所ととともに一番奥にあるので、廊下に案内表示がある。

②光が丘南 ・入口玄関には少し大きめの案内看板あり ・外の道路・歩道側に大きめの看板がある。

③田柄 ・外には小さな案内板の表示があるが、入口玄関にはすぐ分るような案内表示はなかった。
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④練馬高松園 外観には分るような表示なし、入口玄関横に小さな案内板で表示がある。

⑤北町 ・外の大きなポールには表示なし ⑦第３育秀苑 ・門に小さな表示

・入口横に案内表示 ・入口までは遠く入りにくい

⑥北町はるのひ ・外に大きな案内板があるが表示は目立たない。もう一か所の出入り口も同様である。
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⑧練馬ゆめの木 ・門のポールに表示があるが、目立たない。入り口には教示なし。案内図に非常に小さい表示あり。

⑨大泉学園通り ・門と中に案内表示あり。大泉学園通りから見えるような案内表示はなし。

⑩第２育秀苑 ・一応表示はされているが小さく全く目立たない。

⑪桜台 ・案内板はあるが、表通りからは見えない。ケアカフェの案内衝立はあるが、せっかくの「のぼり旗」は中にしまわれている。
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⑫練馬 ・道路から見える場所に案内表示が貼られているが、少し小さい。入り口には表示なし。デイサービスセンターだけに見える。

２．気づき

・案内表示に統一性がない。「医療と介護の相談窓口」の記載がある場合とない場合、その表示方法に統一性がない。（　）表示の有無

・案内表示が小さい、または案内表示がない。

・非常に分かりにくい場所にある。表通りから中に入った場所に位置しており、表通りに案内がない。（介護施設に同居しているため）

・入口が分かりにくく、入りにくい。（物理的にも、精神的にもハードルが高い）

・担当地域と立地が離れていたり、地域住民に親近感のある立地となっていない。

例）練馬高松園…春日町、北町はるのひ…氷川台、北町…平和台、練馬ゆめの木…高野台3～5　石神井町2（大泉が担当外）

・地域包括支援センターでは、何の窓口かわからない。

　 他区の例）杉並区…ケア２４、世田谷区…あんしんすこやかセンター、中野区…（高齢者保健福祉サービス相談窓口）

　　　　　板橋区…おとしより相談センター、江東区…長寿サポートセンター、文京区…高齢者あんしん相談センター、

　　　　　新宿区…高齢者総合相談センター

３．提案

・名称の変更・・・「練馬区　介護の窓口（地域包括支援センター）」

練馬区の相談窓口であることを明確にする。名称は単純にし、機能全てを表示しないことで分かりやすくする。

・案内板・看板等を統一する。案内表示を大きくする。

・できる限り介護施設や区施設の中に置かず、商店街やメインの通りに設置する。（商店街の空き店舗の活用）

（参考　看板イメージ）　建物の入り口　上部に大きく目立つ看板を設置する ※近隣に案内表示を多数設置する

※参考・・・江東区の地域包括支援センター…砂町銀座の中にあり、商店を１店舗借りて運営していると思われる。
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大きな案内板を表示

練馬区 介護の窓口


